
 

「教育委員会だより GuRuMi」を13～18ページに掲載しています。
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部落差別なんてまだあるの？昔の話でしょ？

私は「私の国」が好き。ほめてるつもりかもしれないけど、私の国が日本より下に見られているようで嫌な気持ちになるんだけど。

決めつけないで！

私は今、部落差別に

直面して悩んでいるのに。

ぐ る み

昨年度、（公財）福岡県人権啓発情報センターで「第55
回特別展：日常の中にある部落差別〝マイクロアグレッ
ション″ってなに？」【企画：BURAKU HERITAGE、（公
財）福岡県人権啓発情報センター】が開催されました。

「チクチク、モヤモヤ。気づけば、たまっている。」は
「第55回特別展」のポスターに使われていた言葉を引用
したものです。本号は「第55回特別展」およびその記
録冊子の内容を参考にして、引用したり一部を本市の
実態などに合わせて編集したりして作成したものです。

左側の発言に「モヤモヤした」「なんかイヤだ」と不
快に感じた人もいれば、反対に「日常によくある会話
だ」と感じた人もいるでしょう。右側は言われた側の
感情を表していますが、言われた言葉を好意的には受
け取っていないようです。
※この事例は、発言を否定するためのものではなく「傷つ

く人がいること」に気づくための一例です。

ふるさと

（日本語での会話や日本食の

　調理が上手になった留学生に）

 これで、立派な

 日本人になれるね。
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７月は同和問題啓発強調月間です

　被差別部落出身者ではない友人に自らの出身をカミングアウト（自己開示）したときに「話してくれてありがとう。でも、私は
（あなたが出身者であっても）気にしないよ」と返されました。“良かった”という気持ちになりながらも、違和感が残りました。
それは「私は部落差別をしないから大丈夫だよ」と言ってはいるものの「あなたが抱えている社会にある部落差別という問題は、
私には関係ないことだから」と言われているように感じたからでした。だから「本当に信じられる」「伝えて
も何かあったときに自分とともに考え、行動してくれる人だ」と思えないと伝えることができないのです。
　以下の３つのことがわかってもらえて初めて、“本当の意味での安心感”を得ることができるのです。
⑴ 世の中に部落差別という問題があり、それによって自分が苦しめられていること
⑵ 被差別部落出身者と関わることで、社会的に理不尽な攻撃を受けたり、利害がおよんだりすること
もあること

⑶ 利害が絡んできたときにも私の味方になってほしいこと

　マイノリティ（社会的少数者）とマジョリティ
（社会的多数者）とでは置かれている状況や立場
が異なるため、問題の理解にずれが生じます。
マジョリティが当たり前と思っていることがと
きにマイノリティには差別や人権侵害となって
しまう場合があります。
　ポイントは
 • 世の中の当たり前はマジョリティに合わせて
作られていること

 • 差別は「する」「しない」だけではなく意図せず
とも発生し、社会環境の中に「ある」もの
　だから、差別をなくすためには、差別を容認
したり助長したりしてしまう社会のあり方を変
えることが必要です。

　マイノリティはマイクロアグレッションを
日常的に受け続けていると考えてみてくださ
い。小さなトゲがたまに刺さる程度なら被害
はたいしたことはないかもしれません。しか
し、それが毎日何か所も刺さっていくとした
らどうでしょうか。
　マイクロアグレッションは「累積性」「蓄
積性」があります。長年マイクロアグレッシ
ョンを受け続けることによって、メンタルヘ
ルスへの深刻な影響があるとも言われていま
す。決して小さな問題ではないのです。

　部落差別について「結婚の面」で「差別はない（「わから
ない」を含む）」と回答した人が64％でした。
　しかし、今もさまざまな場面で差別や排除は残っています。
差別的な言動を受けたつらさや「排除されないか」と不安な
気持ちを抱えている被差別部落出身者は「今はない」と言わ
れてしまうことで傷ついたり、モヤモヤしたりすることがあ
ります。

部
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差
別
は

昔
の
話
よ
ね結婚差別

はない
64.0%

　部落差別問題（同和問題）の解決方法として「わざわざと
りあげず、そっとしておく方がよい（「どちらともいえない」
を含む）」と回答した人が62.1%でした。
　「教えるな」ということは、今すでに差別を受けている人
に泣き寝入りを強いていることにつながります。インターネ
ットなどで間違った情報を得てしまうこともあります。教え
ないことが部落差別問題（同和問題）の解決とはなりません。

学
校
で
教
え
な

け
れ
ば
い
い
の
に

そっとして
おく方がよい

62.1%

「田川市人権問題に関する市民意識調査（2022年実施）」の結果から
マイクロアグレッションを
もっと知りたい人は

出典：「マイクロアグレッションのメカニズムについて」（記録冊子「第
55回特別展」　企画：BURAKU HERITAGE、 （公財） 福岡県人権啓発
情報センター）より

（一社）部落解放・人権研究所 『月刊ヒューマンライツ』No.412を参考にして編集し、作成したものです。

「気にしないよ」「関係ないよ」の持つ意味は？
～被差別部落出身者の体験談より～

マジョリティに合わせて作られている「当たり前」

マイクロといっても被害が小さいわけではない

マジョリティ
［社会的多数者］
・日本国籍の人
・男性
・異性愛者
・被差別部落に
　ルーツがない人
・障がいのない人
　　　　　　　　など

マイノリティ
［社会的少数者］
・外国籍の人
・女性
・同性愛者
・被差別部落に
　ルーツがある人
・障がいのある人
　　　　　　　　など

マイクロアグレッションとは？

あからさまな差別を
目的とした発言

 • 「（日本で生まれ育った外国
人に対して）日本語上手で
すね」
 • 「ブラジル人だからサッカ
ーが上手だと思っていまし
た」　など

 • 「部落差別って昔のことで
しょ？今はないよね」
 • 「わざわざ学校で教えるか
ら、部落差別がなくならな
いんだ」　など

人を傷つける意図を持ってわ
ざと暴力的な発言をすること

相手を傷つける意図がなくて
も、その言葉や行動が相手に
とって不快になる結果となる
こと

相手を傷つける意図がなくて
も、他者の考え方や経験を無
視したり否定したりしてしま
う結果となること

「（正当な理由のない）小さな攻撃」。表現する側に自覚はないものの、日常的な言動の中で、
特定の人々に対する「差別・偏見・無理解などを含む小さな攻撃」が行われることを指します。
表現する側が無自覚であるために、何度も繰り返され、対象となる人を徐々に傷つけます。

出典：福岡県教育委員会「KARA FULL」NO.８（2020.1）から
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同和問題啓発強調月間講演会 2024

誰もが『自分』を生きる力を
～人権が尊重される多様性社会をめざして～

◆問い合わせ　文化生涯学習課（☎44-5110）

▲市ホームページ

●と　き　７月６日（土）14時開始　16時閉会予定
●ところ　田川青少年文化ホール
●講　師　三

み き

木　幸
ゆ き み

美さん
　　　　　（公財）とよなか国際交流協会　事業主任
●問い合わせ　人権・同和対策課
                     （☎85-7133）
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人権・同和教育中央講座［田川青少年文化ホール］
日　程 演　題 講　師
第１回

7月22日（月）
18時30分～20時

【講話と猿回し】生きた童話を届けたい 筑
ち く ほ う

豊　大
だ い す け

介さん
猿舞師

第２回
９月26日（木）

18時30分～20時
ハンセン病問題と私

古
こ ち ょ う

長　美
み ち こ

知子さん
（一社）いのちのライツ ハンセン病差別を
なくす会ふくおか 副代表理事

第３回
11月26日（火）

18時30分～20時
夜間中学～基礎的な教育をすべての人に～ 添

そ え だ

田　祥
よ し ふ み

史さん
福岡大学人文学部 教育・臨床心理学科 教授

なるほど人権セミナーたがわ［田川市民会館講堂］
日　程 演　題 講　師
第１回

９月５日（木）
19時～20時45分

人権が尊重される社会の実現をめざして 鍋
な べ や ま

山　公
こ う い ち

一さん
文化生涯学習課 課長補佐

第２回
９月20日（金）

19時～20時45分
在日朝鮮人として生きる
～マイノリティからみえる景色～

李
り

　大
て み

美さん
筑豊地区朝鮮学校を支援する会 会員

第３回
10月８日（火）

19時～20時45分
性の多様性とアンコンシャスバイアス
～いないのではなく、気づいていないだけ～

荒
あ ら ま き

牧　明
あ き ら

楽さん
OVER THE RAINBOW 代表

第４回
10月24日（木）

19時～20時45分
HOPE ～イギリス留学から解放の学力～ ジ

じ ぇ れ の ー

ェレノー　治
は る み

美さん
九州大谷短期大学 人権論研究会研究委員

第５回
11月11日（月）

19時～20時45分
差別事象と、どう向かい合うか 鍋山　公一さん・川

か わ ば た

畑　和
か ず ひ さ

久さん
文化生涯学習課

これだけは知っておきたい人権基礎講座［田川市民会館講堂］
日　程 演　題 講　師
第１回

９月20日（金）
13時30分～15時

女たちの筑豊
～伝えたい ヤマの労働と暮らし～

井
い で が わ

手川　泰
や す こ

子さん
元 鞍手町歴史民俗資料館勤務

第２回
11月11日（月）

13時30分～15時
「障害」って、何？ 鍋山　公一さん

文化生涯学習課 課長補佐

同和問題啓発強調月間　市の啓発イベント
●広報車による啓発
　　同和問題啓発強調月間の期間中、市内一円を広報

車で啓発
●人権啓発 DVD の上映
　○と　き　７月１日（月）～31日（水）
　○ところ　市役所および市民会館ロビー
　　※議会開催中は議会中継優先、上映時間未定
●人権啓発パネルの展示
　○と　き　７月１日（月）～31日（水）
　○ところ　市役所１階および市民会館プロムナード

◆問い合わせ　文化生涯学習課（☎44-5110）

●街頭啓発
　○と　き　７月４日（木）15時30分〜
　○内　容　啓発物品（ポケットティッシュ）を配布
　　し、同和問題啓発強調月間の周知を図る。
　○ところ　市内商業施設
●懸垂幕・横断幕の設置
　　市役所法

の り め ん

面や田川小学校横歩道橋、夏吉歩道橋に
設置
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　人権の大切さを訴えるポスターを市内に住む小中学
生から募集します。選ばれたポスターは公民館まつり
などで展示します。
●規格　画用紙四つ切まで
●募集期間　９月２日（月）～25日（水）
●提出方法　市内の小中学校・小中一貫校に通う児童・
生徒は所属する学校に提出。それ以外の児童・生徒

　は作品の裏に直接「学校名」「学年」「氏名」を記入
し文化生涯学習課に提出。
●展示場所　公民館まつり（10月）、市民会館プロム
ナード（12月）、人権フェスタ in たがわ（12月）な
どに展示
●問い合わせ　文化生涯学習課(☎44-5110)

いじめや虐待、差別や人権侵害について
の悩みなど、いつでも気軽に相談してく
ださい。相談所の開設日以外の日でも随
時相談ができますので、福岡法務局田川
支局に問い合わせください。相談は無料
です。秘密はかたく守ります。

　人権擁護委員は、昭和23年、基本的人権をはじめ、広く人
権一般を擁護する法務庁（現法務省）人権擁護局の活動を補佐
するために創設された制度です。委員は民間ボランティアで、
市町村長の推薦に基づき、法務大臣が委嘱します。
　人権侵犯事件（差別、虐待、いじめ、セクハラ、プライバシ
ーの侵害など、人権が侵害された疑いがある事件）を監視し、
その被害から救済するため、調査や情報収集を行い、法務大臣
への報告、または関係機関への勧告などを行います。また、自
由人権思想の普及や、民間における人権擁護運動を助長するた
め、啓発宣伝活動も行います。

福岡県人権擁護委員連合会総会で表彰
　５月24日、多年にわたって人権擁護活動に尽力してきた本
市の人権擁護委員が、福岡県人権擁護委員連合会総会の日を
もって表彰されました。
○全国人権擁護委員連合会長表彰　　原田　幸子
○福岡法務局長表彰　　　　　　　　牛尾　淳子

　昭和57年に福岡県の人権の花に選ばれた「ひまわり」。人権の花を育てることで、協力することや命の大切
さを身に付け、優しい思いやりの心を育てることを目的とした「人権の花運動」の一環として、市内の小学校
でひまわりを育てています。４月30日に金川小学校３年生51人（写真左）が、５月９日には後藤寺小学校３年生
42人（写真右）が、ひまわりの種を植えました。子どもたちが一つ一つ丁寧に植えた種は、水と初夏の日差し
をたっぷり浴びて、種が芽吹き、立派な苗に成長。子どもたちは、現在も水をやったり雑草を抜いたりしながら、
花が咲くときを心待ちにしています。

人権擁護委員の紹介

 伝えたい 大切なこと　人権ポスター募集

問田川人権擁護委員協議会（福岡法務局田川支局内）（☎44-1426）

人権擁護委員のみなさん

こ

はらだ さちこ

まきの みずよ

はらだ きよたか

うしお じゅんこ

ひろかわ いくこ

むらかみ あきのり が いさお

［写真左から］
原田　幸子   （新町）
村上　顕功（白鳥町）
原田　清高

（大浦朝日ヶ丘）
牧野　瑞代（桐ヶ丘）

牛尾　淳子（弓削田）
古賀　　勲   （本町）
写真撮影時欠席委員

廣川　郁子     （糒）
※敬省略

子どもたちが種から育てる子どもたちが種から育てる

人権の花に願いを込めて人権の花に願いを込めて人権の花に願いを込めて

広報たがわ
R6. 7月号

28音声で
多言語で

ユニバーサルデザイン（UD）の考えに基づいた
見やすいデザインの文字を採用しています。
ユニバーサルデザイン（UD）の考えに基づいた
見やすいデザインの文字を採用しています。
ユニバーサルデザイン（UD）の考えに基づいた
見やすいデザインの文字を採用しています。
ユニバーサルデザイン（UD）の考えに基づいた
見やすいデザインの文字を採用しています。
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